


第２条の３　本学は、教育内容及び方法の改善を図るための組織を設け、研修及び研究を実施する。

2

第２章　学科等、学生定員及び修業年限

（学科等及び学生定員）

第11章　神戸常盤大学短期大学部学則および関係諸規程

177



178



第11章　神戸常盤大学短期大学部学則および関係諸規程

179



（授業科目）

第２２条　学科の授業科目の区分、名称、配当年次、単位数及び授業形態は、別表１のとおりとする。

２　前項に定めるもの以外に、学科が定める特別の授業科目を設け、区分、名称、配当年次、単位数及

び授業形態は、別表２のとおりとする。
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第３０条の２　前条に基づきGPA制度を設ける。

２　GPA制度に関して必要な事項は、別に定める。

（GPA制度）

第２７条　学生が１年間に履修科目として登録することができる単位数の上限に関して必要な事項は、

別に定める。
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（資格の取得）

第３３条　本学の各学科において取得することができる資格及び免許状の種類は、次のとおりとする。

２　歯科衛生士法に定める歯科衛生士国家試験の受験資格を取得するには、第３１条第１項第１号に定

める単位を修得しなければならない。

３　第１項に定めるもの以外の資格取得については、別に定める。

（単位互換）

第３３条の２　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が本学と単位互換に関する協定のある他の大

学、短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修によ

り修得したものとみなすことができる。

２　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（他の短期大学又は大学における授業科目の履修等）

第３４条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学において履修した授業科

目について修得した単位を、口腔保健学科については４６単位を超えない範囲で本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が本学の認めた外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。

３　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

（他の短期大学又は大学以外の教育施設等における学修）

第３５条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修、その他文部科学大臣が別に定める学修のうち、次の各号に該当するものを本学における授業

科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

（１）　大学の専攻科における学修

（２）　高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程に

おける学修

（３）　高等専門学校の課程における学修

（４）　高等専門学校の専攻科における学修

（５）　専修学校の専門課程のうち修業年限が２年以上のものにおける学修

（６）　文部科学大臣が別に定める学校以外の教育施設で、学校教育に類する教育を行うものにおけ

る学修

（７）　文部科学大臣の認定もしくは委嘱を受けて大学等が行う講習等における学修

（８）　ＴＯＥＦＬ及びＴＯＥＩＣ、又は要件を備えた知識及び技能に関する審査であって、これら

と同等以上の社会的評価を有するものにおける成果に係る学修

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得したもの

とみなした単位数と合わせて、口腔保健学科については４６単位を超えないものとする。

３　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

学　　科 資格・免許

口腔保健学科 歯科衛生士国家試験受験資格
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（入学前の既修得単位等の認定）

第３６条　本学は、教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に短期大学又は大学において履修し

た授業科目について修得した単位を、入学後の本学における授業科目の履修により修得したものとみ

なすことができる。

２　学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることができる。

３　前二項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、転学等の場合を除き、本

学において修得した単位以外のものについては、第３３条の２第１項、第３４条第１項及び前条第１

項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて、口腔保健学科については４６単位を

超えないものとする。この場合において第３４条第２項により本学において修得したものとみなす単

位数と合わせるときは、口腔保健学科については５３単位を超えないものとする。

４　単位の認定に関して必要な事項は、別に定める。

第７章　入学検定料、入学金、学費その他の費用

（入学検定料、入学金及び学費）

第３７条　本学の入学検定料、入学金及び学費については、別表３のとおりとする。

２　入学検定料は受験前に、入学金は入学前に納入するものとする。

（学費の納入期）

第３８条　学費は前期、後期の２学期に分けて、指定された期日までに納入しなければならない。ただ

し、入学時の前期の学費は入学前に納入する。

２　特別の事情がある時は、学費の分納又は延納を認めることがある。詳細については、別に定める。

３　教材費等教育に必要な費用を徴収することがある。

（退学の場合の学費）

第３９条　学期の途中において退学を願い出る者は、当該学期の学費は全額納入しなければならない。

（停学の場合の学費）

第４０条　停学期間中の学費は、納入しなければならない。

（休学の場合の在籍料）

第４１条　休学を許可された者は、在籍料として第３７条第１項に定める学費のうち、教育充実費半期

分の２分の１の金額を毎学期初めに納入する。ただし、学期の途中において休学する場合は、当該学

期の学費は全額納入しなければならない。

２　休学を許可された者又は命ぜられた者で特別の事情のあるときは、教授会の議を経て在籍料を減額

又は免除することがある。

（卒業が認定されなかった者の学費及び在籍料）

第４２条　卒業を認定されなかった者は、次の各号に定める金額を納入する。

（１）　卒業不足単位数が５単位未満の場合は、第３７条第１項に定める学費のうち、授業料半期分

の４分の１の金額を毎学期初めに納入する。

（２）　卒業不足単位数が５単位以上１０単位未満の場合は、第３７条第１項に定める学費のうち、

授業料半期分の２分の１の金額を毎学期初めに納入する。
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（３）　卒業不足単位数が１０単位以上の場合は、第３７条第１項に定める学費のうち、授業料半期

分の全額の金額を毎学期初めに納入する。

２　前項の者が休学を願い出て許可された場合は、在籍料として第３７条第１項に定める学費のうち、

教育充実費半期分の４分の１の金額を毎学期初めに納入する。

３　特別の事情があるときは、教授会の議を経て前二項を減額又は免除することがある。

（納入した学費等）

第４３条　既に納入した入学検定料、入学金、学費及び在籍料は、いかなる事由があっても返還しない。

ただし、入学者選抜試験において学費等の返還を伴う場合は適用しない。

第８章　教職員組織

（教職員組織）

第４４条　本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びその他必要な職

員を置く。

２　本学に、学科長、事務局長及びその他必要な教職員を置く。

３　本学に、副学長又は学長補佐を置くことができる。

４　学長は、校務をつかさどる。

５　副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。

第９章　教　授　会

（教授会）

第４５条　本学に、教授会を置く。

（教授会の構成）

第４６条　教授会は学長及び専任教授で構成する。ただし、必要のある時は准教授、講師及び助教に出

席を要請することがある。

２　前項の規定にかかわらず、教授会が必要と認めた時は、その他の教職員を加えることができる。

（教授会の任務）

第４７条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

（１）　学生の入学、卒業及び課程の修了

（２）　学位の授与

（３）　前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、

及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。

（その他）

第４８条　本章に定めるもののほか、教授会の運営に関して必要な事項は、別に定める。

第１０章　削　　　除

第４９条～第６０条　削除

184



（特別の課程）

第１１章　科目等履修生、特別の課程、外国人留学生、研修生及び委託生

第６１条の２　本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成することができる。また、これを

修了した者に対して修了を証する証明書を交付することができる。

２　特別の課程に関して必要な事項は、別に定める。
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削除

（ＫＴＵ研究開発推進センター）

第７５条　本学にＫＴＵ研究開発推進センターを置く。

２　ＫＴＵ研究開発推進センターに関して必要な事項は、別に定める。

（子育て総合支援施設）

第７６条　本学に子育て総合支援施設を置く。

２　子育て総合支援施設に関して必要な事項は、別に定める。

（教職支援センター）

第７７条　本学に教職支援センターを置く。

２　教職支援センターに関して必要な事項は、別に定める。

（神戸常盤地域交流センター）

第７８条　本学に神戸常盤地域交流センターを置く。

２　神戸常盤地域交流センター内に神戸常盤ボランティアセンターを置く。

３　神戸常盤地域交流センターに関して必要な事項は、別に定める。

４　神戸常盤ボランティアセンターに関して必要な事項は、別に定める。
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２６

２６

２７

２７

２８

２８

２９

２９

３０

３０

３１

３１

２．本学則の第６７条の学生寮は、平成３１年３月３１日をもって廃止する。
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 講義 演習 実習等

教　

養　

分　

野

リ
テ
ラ
シ
ー

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技 法 3年前期 1 ○

キ ャ リ ア 基 礎 1年前期 1 ○

医 療 英 語 1年後期 1 ○

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 Ⅰ 1年後期 1 ○

コ ン ピ ュ ー タ 演 習 Ⅱ 2年前期 1 ○

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 1年前期 1 ○

生 命 倫 理 2年前期 2 ○

人 間 関 係 論 1年前期 2 ○

①
３単位以上選択必修

生 涯 発 達 論 3年後期 2 ○

健 康 科 学 総 論 1年後期 2 ○

遺 伝 子 と 再 生 医 療 3年後期 1 ○

リ
テ
ラ
シ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル

国 際 関 係 論 1年前期 2 ○

く ら し と 法 律 2年前期 2 ○

②
２単位以上選択必修

地 球 と 環 境 2年前期 2 ○

福 祉 社 会 の 理 解 1年後期 2 ○

日 本 文 化 の 理 解 1年前期 1 ○

専　

門　

基　

礎　

分　

野

歯
科
衛
生
の
基
礎

臨
床
歯
科
医
学
の
基
礎

人 体 の 構 造 1年前期 2 ○

人 体 の 機 能 1年前期 2 ○

口 腔 の 構 造 1年前期 3 ○

口 腔 の 機 能 1年前期 2 ○

生 化 学 ・ 栄 養 学 1年後期 2 ○

薬 理 学 1年後期 2 ○

病 原 微 生 物 学 ・ 免 疫 学 1年前期 2 ○

病 理 学 1年前期 2 ○

歯
科
衛
生
と
社
会
シ
ス
テ
ム

口 腔 衛 生 学 1年前期 2 ○

公 衆 衛 生 学 1年後期 2 ○

歯 科 医 療 と 法 律 ・ 制 度 3年後期 1 ○

口 腔 健 康 統 計 学 2年前期 1 ○

社 会 福 祉 総 論 2年前期 1 ○

災 害 援 助 と 救 急 医 療 3年前期 1 ○

医 療 情 報 シ ス テ ム 学 3年後期 1 ○
 ③
 １単位以上選択必修

歯 科 医 療 と 経 済 3年後期 1 ○

別表１  （第22条関係  口腔保健学科授業科目） 
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 講義 演習 実習等

専　

    

門　

    

分　

    

野

歯  

科  

衛  

生  

の  

実  

践

チ
ー
ム
医
療
の
理
解

歯 科 診 療 補 助 論 1年前期 1 ○
臨床歯科Ⅰ（ 歯 科 保 存 ） 1年後期 2 ○
臨床歯科Ⅱ（ 歯 科 補 綴 ） 1年後期 1 ○
臨床歯科Ⅲ（ 口腔外科 ・歯科放射線 ） 2年前期 2 ○
臨床歯科Ⅳ（ 小 児 歯 科 ） 2年前期 1 ○
臨床歯科Ⅴ（ 矯 正 歯 科 ） 2年前期 1 ○
臨床歯科Ⅵ（ 高 齢 者 ・ 障 害 者 ） 2年後期 1 ○

チ
ー
ム
医
療
の
実
践

医 療 安 全 1年前期 1 ○
臨 床 検 査 学 2年前期 1 ○
器 材 学 1年後期 1 ○
歯 科 診 療 補 助 演 習 Ⅰ 1年後期 2 ○
歯 科 診 療 補 助 演 習 Ⅱ 2年前期 2 ○
歯 科 診 療 補 助 演 習 Ⅲ 2年後期 1 ○
オ ー ラ ル リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 2年後期 1 ○
オーラルリハビリテーション演習 2年後期 1 ○

歯
科
衛
生
過
程
の
理
解

歯 科 衛 生 学 概 論 1年前期 1 ○
歯 科 衛 生 過 程 Ⅰ 1年後期 1 ○
歯 科 衛 生 過 程 Ⅱ 2年前期 1 ○
歯 科 予 防 処 置 論 Ａ（ う　 蝕 ） 1年前期 1 ○
歯 科 予 防 処 置 論 Ｂ（ 歯 周 病 ） 1年前期 1 ○
歯 科 保 健 指 導 論 Ⅰ 1年前期 1 ○
歯 科 保 健 指 導 論 Ⅱ 1年前期 1 ○
コミュニケーション・医療面接 2年前期 1 ○
栄 養 指 導 法 2年前期 1 ○

歯
科
衛
生
過
程
の
実
践

歯科予防処置演習ＡⅠ（う　蝕） 1年後期 1 ○
歯科予防処置演習ＡⅡ（う　蝕） 2年前期 1 ○
歯科予防処置演習ＢⅠ（歯周病） 1年後期 2 ○
歯科予防処置演習ＢⅡ（歯周病） 2年前期 2 ○
歯 科 保 健 指 導 演 習 Ⅰ 1年後期 1 ○
歯 科 保 健 指 導 演 習 Ⅱ 2年前期 1 ○
歯 科 保 健 指 導 演 習 Ⅲ 2年後期 1 ○
歯 科 保 健 指 導 演 習 Ⅳ 3年前期 1 ○
歯 科 衛 生 過 程 演 習 3年後期 1 ○

臨
地
実
習

地 域 口 腔 保 健 支 援 実 習 Ⅰ 3年前期 3 ○
地 域 口 腔 保 健 支 援 実 習 Ⅱ 3年通年 2 ○
総 合 歯 科 実 習 2年後期 3 ○
診 療 補 助 実 習 Ⅰ 2年後期 3 ○
診 療 補 助 実 習 Ⅱ 3年前期 3 ○
口 腔 保 健 衛 生 学 実 習 Ⅰ 2年後期 3 ○
口 腔 保 健 衛 生 学 実 習 Ⅱ 3年前期 3 ○

シ
ス
テ
ム
の
実
践

健
康
を
守
る
社
会

災 害 時 の 歯 科 衛 生 士 の 働 き 3年後期 1 ○
ボ ラ ン テ ィ ア の 理 論 と 実 践 3年前期 1 ○  ④

 １単位以上選択必修コミュニカティヴ  イングリッシュ 3年前期 1 ○
海 外 研 修 3年前期 1 ○

合　　　　　計 94 20
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区　分 授　業　科　目 配当年次
単位数 授業形態

備　考
必修 選択 講義 演習 実習等

特
別
の
授
業
科
目

口
腔
保
健
学
科

学 び の 基 礎 1年前期 1 ○

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅰ 1年前期 1 ○

ま な ぶ る ▶ と き わ び と Ⅱ 1年後期 1 ○

地 域 と の 協 働 A 1～3年通年 1 ○

地 域 と の 協 働 B 2～3年前期 1 ○

口 腔 保 健 特 論 Ⅰ 3年後期 1 ○

口 腔 保 健 特 論 Ⅱ 3年後期 2 ○

合　　　　　計 8

別表２  （第22条関係  各学科が定める特別の授業科目）

学　　　　科
授業料 教育充実費 実験実習費

合計（年額）
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

口腔保健学科 350,000 350,000 150,000 150,000 50,000 50,000 1,100,000

別表３抜粋  （第37条関係 学費） （単位：円）
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第２条　本学における授業科目は、学則第２２条第１項及び第２項に規定するものとする。

第11章　神戸常盤大学短期大学部学則および関係諸規程

191



（２）　くらしと法律、地球と環境、福祉社会の理解及び日本文化の理解から２単位以上

ら７単位以上修得しなければならない。

第６条　学生が１年間に履修科目として登録することができる単位数の上限を、１年間４９単位とす

る。
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前条に規定する単位授与のための試験は、定期試験、追試験及び再試験とする。

６　成績に関して質問のある学生は、別に定める方法で照会をすることができる。

第１６条　試験に関し、不正行為のあった者には直ちに退室を命じ、その者の当学期の定期試験、追試

験及び再試験のうち、筆記試験及びレポート試験の全授業科目の受験資格を無効とし、学則第６６条

により懲戒する。また、その事実を公示する。
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２７

２８

（附則）　 １．この規程は、平成２９年４月１日から施行する。

（附則）　 １．この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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授業形態 1単位の
授業時間数 授　　業　　科　　目

講　義 30

臨床歯科Ⅰ（歯科保存）
臨床歯科Ⅲ（口腔外科・歯科放射線）
臨床歯科Ⅴ（矯正歯科）
歯科衛生過程Ⅱ
口腔保健特論Ⅱ

臨床歯科Ⅱ（歯科補綴）
臨床歯科Ⅳ（小児歯科）
臨床歯科Ⅵ（高齢者・障害者）
歯科保健指導論Ⅱ

別表１  （第４条関係：口腔保健学科）

授　業　科　目　（学科） 授業形態 単位数 1単位の授業時間数

別表２  （第４条関係）
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３ヶ月以内に撮影した写真１枚（願書に貼付）
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この規程の改正は、教授会の議を経て行うものとする。
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この規程の改正は、教授会の議を経て行うものとする。
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「留学」の在留資格を取得できる見込みの者。

住民票（国籍・地域、在留資格等が記載されたもの）又はパスポートの写し
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（附　則）　    １．この規程は、平成１４年９月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

（附　則）　    １．この規程は、平成２７年４月１日から施行する。
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